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交渉戦略策定マニュアル 

現場の利益を守り、合意を導く「構え」と「準備」 

1．交渉の本質：勝ち負けを超えた「着地点」の定義 

交渉を単なる利益の奪い合い（ゼロサムゲーム）と捉えることは、長期的には組織利

益を損なうリスクを孕む。交渉の本質は「組織間の資源・条件の調整プロセス」であ

る。 

① 「勝利」の呪縛を解く 

「勝つ」ことを目的化すると、関係性はこじれ、本来得られるはずだった合意すら霧散

する。交渉相手は完全な敵ではなく、共存すべきステークホルダーである。過度な勝

利への執着は不信感を醸成し、将来的な協力を阻害する。 

② 落とし所を主導的に設計する 

リーダーは「落とし所を模索する」というマインドセットにより、冷静に「着地点」を予測

し、相手のニーズや価値観を理解し、それに基づいて交渉を主導せよ。 

交渉の成否は現場の言葉の応酬ではなく、開始前の「思考の整理」によって決するこ

とが多い。 

 

2．事前準備の核：譲れない一線と「三段構え」の構築 

現場で迷わず判断を下すための「判断基準」を事前設定することは、リーダーとして

の最低限の責務である。準備不足は現場への不当な負荷を招き、組織の規律を崩

壊させる。 

① デッドラインとオプションの峻別 

「譲れない一線」と「交渉可能な余地」を明確にせよ。代替案（オプション）を複数保持

することは、相手の要求に振り回されないための最強の防護策となる。 
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② 最強の武器「主張・理由・事実」 

小手先のテクニックを捨て、「主張・理由・事実」の三段構えを徹底せよ。これが論理

的かつ誠実な交渉の黄金律である。 

③ 交渉準備チェックリスト 

 ボトムラインの特定：現場の運営や利益を守るために死守すべき境界線はど

こか 

 三段構えの策定：主要な要求項目に対し「主張・理由・事実」が揃っているか 

 代替案のシミュレーション：第 1 案が拒絶された際の第 2、第 3 の提案準備 

 権限の分類：即答すべき事項と、組織として「持ち帰るべき事項」の選別 

 

3．組織内連携：上司との意思統一による「迷い」の排除 

交渉者が現場で孤立することは、判断のブレを招き、組織としての「盾」を脆弱にす

る。内部固めこそが、外部に対する毅然とした態度の源泉となる。 

① 「盾」の強度を高める事前承認 

「譲れない一線」を事前に上司と共有し、組織としての意思統一を図れ。これにより、

現場での心理的負担が軽減され、相手の不当な圧力に対しても「組織の決定」として

不動の姿勢を貫くことが可能になる。 

② スピードとリスク管理のバランス 

「即答の基準」を合意しておくことで、意思決定のスピードを上げつつ、想定外の要求

に対しては即座に「組織の防護壁」を機能させるバランスを確立せよ。 

 

4．相手を知る技術：情報収集による「会話の設計図」の構築 

自分の主張を磨く前に、相手の背景を徹底的に解体せよ。情報収集は単なる予習で

はなく、相手への「敬意の表明」であり、信頼の土台である。 
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① 徹底すべきリサーチ項目 

社是、製品やサービス、本社所在地、創業時期はもとより、「CEO の個性」や「最新の

人事異動」まで把握せよ。これらの「人間的要素」が、交渉における空気感を支配す

る。 

② 「敵を知り己を知れば百戦危うからず」の現代的解釈 

自己の理論武装（己を知る）に偏らず、相手のミッションや政策（敵を知る）への関心

を同等に保て。相手の事情を理解した上で構成された「会話の設計図」こそが、落とし

所の精度を劇的に向上させる。 

 

5．リーダーの構え：信頼を勝ち取る「盾」としての存在感 

テクニックへの過度な依存は「不信」という毒を撒き散らす。リーダーには、組織の顔

としての誠実な「構え」が求められる。 

③ テクニックの限界を認識せよ 

「ローボール／ハイボール」「グッドコップ＆バッドコップ」「ボギィ（Bogey）」といった手

法は、中長期的な関係性においては「信用に値しない人物」という烙印を押されるリス

クを伴う。 

④ 「ホワイトシャツ・フィロソフィー」とリーダーの品格 

服装や姿勢、所作は非言語のメッセージである。「顧客より派手な格好をしない」ため

に白無地のシャツを貫いた役員の例のように、謙虚さと威厳を共存させ、現場の認知

コストを下げよ。 

⑤ 「盾」としての姿勢とチームの誇り 

リーダーが外部に対し毅然と振る舞い、無理な要求から現場を守る姿は、メンバーに

「この人に代表されている」という誇りを与える。リーダーの不適切な外見や弱腰な態

度は、チームの士気を挫き、心理的安全性を根底から破壊することを忘れてはならな

い。 


